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【概 要】

現在の生命体は全て細胞膜を持ち、その細胞膜内で生命活動を維持している。したが

って、生命の起源として提唱されている RNA ワールドでも、脂肪酸もしくはそれに類似

した化合物が膜を形成し、様々な RNA 分子のコンパートメリゼーションが起き、最終的

に生命体としての進化を遂げたと考えられる。したがって、脂肪酸の存在こそ RNA ワー

ルドが生命体として進化しえた鍵とも言われている。当該研究計画では、脂肪酸生合成

に関与する４つの異なる機能を持つリボザイム（RNA 触媒）を、試験管内分子進化法を

用いて人工的に進化・単離する実験を行う。最終的に、これら４つのリボザイムを組み

合わせ、脂肪酸生合成の全ステップを連続して触媒する複合リボザイム触媒系を構築す

ることを目指す。

【期待される成果】

当該研究の成果により、リボザイムが潜在的に持つ新たな触媒活性が見い出され、触

媒分子としての多機能性が証明される。さらに、RNA に触媒される脂肪酸の生合成系を

構築することができれば、複雑な生合成プロセスを RNA が触媒できることを示す世界で

最初の例となるばかりか、RNA 生命体の創成及び生命起源の解明に向けた大きな一歩を

踏み出すことになる。
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